（定例・個人）　山行　　　　　　　　　　　　　　　　　報告者（　大内　　）

	山　域・ルート　　塔ノ岳・鍋割山（神奈川県）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


日 時　２００５年　１１月　５～６日

メンバー Ｐ石黒・東川・Ｑ・平野・大内・簑島・田中・小川　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　計　８人　）　　　　
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行 動 記 録　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５日　旧大宮公民館前7:05→　秦野中井IC 9:18～9:25→　大倉山ノ家P 10:00～10:40→　大倉高原山ノ家 11:40→　駒止茶屋 12:50→　堀山ノ家 13:25～13:35→　花立山荘 14:40～14:45→　分岐 15:05～15:15→　塔ノ岳 15:30～15:40→　分岐戻り15:50～15:55→　小丸16:20→　鍋割山荘（泊）17:00

６日　鍋割山荘 7:25→　大蔵山ノ家P 10:40～11:25→　鶴巻温泉 12:00～12:45→　海老名SA 13:20～14:05→　大宮駅 15:30

上り　６時間２０分、 下り　３時間１５分　　　　　　　　　　　　　

感 想　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5日　　集合を遅めにしたら、首都高速で渋滞にはまった。遅れがちにもかかわらず2名が海老名SA（下り）名物、「ぽるとがる」のメロンパンを並んでまで購入。おいしかった。さて、山登りだが、今回は箕島・田中・小川さん3名が沢登りコースを行き、（東川さんが3人を登山口まで送った。）他5名は上記行動記録のコースを歩いた。こちらの道はよく整備され安全だが、勾配のきつい尾根や階段が延々と続き、かなり息がきれた。辛かったが、ここを下るよりは上るほうが個人的には好ましい。花立山荘をすぎ、女性3人は大胆にも分岐に荷物を置いて、塔ノ岳を目指す。途中で沢登りコースから来た3人に会い、喜び合う。塔ノ岳山頂（１４９１M）は、360度の展望が開け、ここの尊仏山荘に泊まるのも楽しそう。石黒さん東川さんは塔ノ岳には寄らず、分岐を15：45に通過。分岐から鍋割山（１２７３M）までは、紅葉に囲まれた穏やかな道でかなりいい気分で歩く。ここからの景色も翌朝、全員で戻ってくる位美しかった。カラマツの紅葉の色、脳裏に焼きついた。やっと鍋割山荘にたどり着き、屋根裏部屋をあてがわれる。本日の夕食は鍋焼きではなく、うなぎ蒲焼丼とおでん。フルーツ盛りも。予想をはるかに超えた豪華な食事。　　　　　　　　

６日　　急な斜面を下り、鍋割山荘のペットボトル置き場を過ぎ、車道を歩いて二俣の駐車場を過ぎ、しばらくするとふもとへ。帰りは短時間かつ平坦な道だった。　以上　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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